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移動図書館「あづま号」（葛尾村：9/15） 
～本がつなぐ笑顔の輪  移動図書館「あづま号」がやって来る！～ 

【豊かな地域社会の基盤となる読書活動】 本のぺージをめくるそのひとと

きは、子どもたちの知的好奇心を満たすだけでなく、大人にとっても毎日の暮ら

しや学びに豊かな彩りと余裕を与えてくれます。子どもたちが学校で見つけたお

気に入りの本を家庭に持ち帰り、親子で会話が弾む、そんな温かい光景が村の

あちこちで生まれることこそが、豊かな地域社会の基盤になると考えております。

みんなで、読書に親しめる環境を身近に整えていくことで、本を通じた喜びと笑

顔が村全体へと波紋のように広がっていく、確かな歩みを進めていきたいと思い

ます。 

「あづま号」は、昭和 29（1954）年 8月 25日の運行開始以来、70年以上

にわたり県内の読書環境を支え続けている移動図書館車です。 

この日、学校に「あづま号」が到着すると、子どもたちは心を躍らせて、本探し

を始めました。車内を埋め尽くす多様なジャンルの本は、子どもたちにとって未知

の世界への扉そのものです。体育館に並べられた本やバスの中を巡りながら、

一冊一冊を大切に手にとる姿からは、「面白い本や興味のある本に出会いた

い」という強い意欲が溢れていました。 

お気に入りの本を見つけ、借りたばかりの書籍を抱えた子どもたちは、待ちき

れずに体育館の床へ座り込み、その場ですぐにページをめくり始めました。周り

の音も耳に入らないほど夢中になり、物語の世界に入り込む子どもたち。 

『自分で選んだ一冊だからこそ生まれる集中力と満足感』が、そのキラキラと

した笑顔と真剣な表情にしっかりと表れていました。 

本がつなぐ笑顔の輪は、これからも「あづま号」とともに県内各地へ広がって

いきます。 

葛尾村民会館 ～村民への思いを込めた入念な準備～ 

午後 2時から、葛尾村民会館で、村の担当職員による『貸出用の本の選定』が進められました。「村民のため

に心から満足できる本を届けたい」という強い思いのもと、世代バランスや多岐にわたる関心・ニーズを事前に汲

み取り、一般書から趣味・実用書まで一冊一冊を吟味して丁寧に選書をしました。さらに、誰もが読みたい本に出

会えるよう、ジャンルごとの整理や受け入れ体制にも工夫を凝らしました。 

この「一人ひとりに寄り添った準備」と「本を待ち望む村民の強い読書意欲」を結びつけようと、村の図書室には

県立図書館からお借りした 150冊以上の多様な本が用意されました。 

職員の熱意と地域の学びへの関心がひとつになり、村内に豊かな読書の輪がさらに広がっていくことが期待さ

れます。 

 


